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�
た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

❶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
年
々
増
え
、
そ
の

方
々
へ
の
支
援
の
ニ
ー
ズ
も
増
え
て

い
る
。
市
が
委
託
し
て
主
に
相
談
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
そ
ら
は
、
増
加
す
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
た
り
、
多
忙
化
す
る
業

務
や
必
要
な
新
規
事
業
に
対
応
し
た

り
す
る
た
め
の
体
制
が
十
分
に
と
れ

�

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

ま
ち
の
顔
と
な
る
駅
周
辺
高
架
下

の
整
備
に
つ
い
て
。
電
車
区
（
車

庫
）
を
持
つ
中
央
線
の
駅
で
特
別
快

速
が
止
ま
ら
な
い
駅
は
武
蔵
小
金
井

の
み
。
そ
の
昔
、
国
分
寺
駅
を
選
択

さ
れ
た
苦
い
思
い
が
私
た
ち
に
あ
る
。

そ
の
関
係
の
中
で
既
存
の
協
定
の
見

直
し
等
、
市
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
間
の
歩

み
寄
り
の
協
議
を
要
望
す
る
。
ア
市

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

ア
環
境
基
本
計
画
に
あ
る
「
小
金

井
市
が
守
り
た
い
緑
、
水
、
生
き
物
、

人
」
と
は
。
イ
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
の
必
要
性
は
。
小
金
井
ら
し
い
市

民
参
加
の
地
域
戦
略
を
。
ウ
保
存
生

け
垣
・
樹
木
へ
の
助
成
は
ニ
ー
ズ
に

合
っ
て
い
る
か
。
助
成
金
・
保
険
の

拡
充
、
手
続
き
の
簡
素
化
、
剪
定
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
の
検
討
を
。

て
い
な
い
。
運
営
費
の
増
額
や
環
境

整
備
の
た
め
の
移
転
な
ど
、
市
が
責

任
を
も
っ
て
支
援
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

現
状
で
は
ニ
ー

ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
こ
と
や
安

定
し
た
事
業
運
営
が
困
難
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
つ
い
て
は
協
議
中
で
あ
り
、
予

算
化
に
つ
い
て
は
考
え
た
い
。

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
間
の
協
定
に
よ
る
公

租
公
課
（
租
税
と
使
用
料
の
相
殺
）

の
敷
地
割
合
と
面
積
は
。
イ
市
運
営

の
高
架
下
自
転
車
駐
車
場
の
面
積
は
。

ウ
今
後
、
公
共
施
設
設
置
の
際
は
借

地
料
を
払
う
の
か
。
エ
武
蔵
小
金
井

駅
東
側
よ
り
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡

地
の
間
の
高
架
下
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

有
効
活
用
で
き
て
い
な
い
原
因
は
。

都
市
整
備
部
長　

ア
公
租
公
課
相

環
境
部
長　

ア
緑
と
は
、
緑
地
、

農
地
、
都
市
公
園
な
ど
全
て
の
緑
を

守
る
こ
と
。
新
た
な
緑
の
創
出
の
た

め
の
植
樹
、
施
設
緑
化
が
課
題
。
水

と
は
、
地
下
水
、
湧
水
、
河
川
を
含

む
自
然
の
水
環
境
を
保
全
、
回
復
さ

せ
る
こ
と
。
生
き
物
と
は
、
在
来
生

物
を
守
り
、
絶
滅
危
惧
種
を
保
護
す

る
こ
と
。
人
と
は
、
生
物
多
様
性
の

恵
み
の
下
、
環
境
を
保
全
、
再
生
、

❷
格
差
と
貧
困
が
広
が
る
中
、
奨

学
金
を
借
り
な
け
れ
ば
進
学
で
き
な

い
学
生
が
増
え
て
い
る
。
小
金
井
市

に
は
独
自
の
給
付
制
の
奨
学
金
制
度

が
あ
る
が
、
人
数
も
金
額
も
学
生
の

実
態
に
は
追
い
付
い
て
い
な
い
。
約

10
億
円
の
繰
越
金
の
活
用
や
、
都
市

開
発
と
不
要
不
急
の
道
路
整
備
に
要

す
る
費
用
を
減
ら
せ
ば
財
源
は
あ
る
。

予
算
を
増
や
し
て
拡
充
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

財
政
状
況
は
非
常
に
重
要

で
あ
り
、
今
す
ぐ
増
額
と
い
う
の
は

難
し
い
が
、
教
育
全
体
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

当
分
は
、
利
用
可
能
面
積
の
15
％
、

そ
の
面
積
は
約
４
千
600
㎡
。
イ
約
４

千
800
㎡
、
う
ち
公
租
公
課
相
当
分
約

３
千
800
㎡
。
差
分
約
１
千
㎡
は
有
償

貸
付
。
ウ
公
租
公
課
相
当
分
面
積
は

既
に
全
て
利
用
し
て
い
る
た
め
、
他

の
箇
所
を
利
用
し
た
い
場
合
は
有
償

で
借
り
る
こ
と
に
な
る
。
エ
当
該
敷

地
は
、
北
及
び
南
側
隣
地
が
私
有
地

で
あ
る
た
め
、
接
道
が
法
的
に
満
た

さ
れ
て
い
な
い
、
開
発
条
件
が
厳
し

い
箇
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
暫
定
利

活
用
で
の
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
回
答
を
受
け
て
い
る
。

創
造
す
る
市
民
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
。

イ
生
物
多
様
性
は
様
々
な
危
機
に
瀕

し
て
い
る
。
解
決
す
べ
き
課
題
と
認

識
。
市
民
参
加
の
手
法
も
含
め
検
討
。

ウ
市
の
保
存
樹
木
数
は
１
㎢
当
た
り

70
本
強
と
多
摩
26
市
中
３
番
目
に
多

い
た
め
、
肥
培
管
理
費
は
１
本
当
た

り
２
千
円
と
な
り
、
低
額
だ
と
認
識
。

保
険
は
個
別
審
査
で
あ
り
、
一
部
天

災
へ
の
適
用
も
あ
る
。
金
額
、
手
続

き
、
市
民
連
携
は
研
究
す
る
。

■
そ
の
他
、
介
護
予
防
・
総
合
事
業

の
支
払
い
方
式
に
つ
い
て
、
月
単
価

か
ら
回
数
単
価
へ
の
見
直
し
を
要
望

し
ま
し
た
。

�

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

市
庁
舎
と
福
祉
会
館
の
建
設
に
つ

い
て
。
ア
複
合
で
建
て
る
の
か
、
単

独
で
建
て
る
の
か
は
、
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
で
、
い
つ
ま
で
に
最
終
決

定
す
る
の
か
。
イ
福
祉
会
館
に
公
民

館
本
館
を
入
れ
る
の
か
入
れ
な
い
の

か
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
、

い
つ
ま
で
に
最
終
決
定
す
る
の
か
。

ウ
市
庁
舎
の
床
面
積
。
私
は
ず
っ
と

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
市
民
自
治
）

ア
現
在
策
定
中
の
障
害
者
差
別
解

消
条
例
に
つ
い
て
、
３
月
に
行
っ
た

意
見
交
換
会
の
様
子
は
。
イ
条
例
案

は
随
分
概
括
的
な
印
象
を
受
け
る
。

逐
条
解
説
を
作
る
な
ど
、
よ
り
実
効

性
を
高
め
な
い
か
。
ウ
差
別
解
消
の

実
現
の
た
め
に
は
、
小
金
井
市
の
具

体
的
施
策
が
重
要
と
な
る
。
市
長
の

考
え
は
。
エ
近
年
、
障
害
者
週
間
に

縮
減
論
を
提
案
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
、
い
つ
ま
で
に

最
終
決
定
す
る
の
か
。
エ
地
元
自
治

会
の
防
災
倉
庫
が
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工

場
跡
地
内
に
あ
る
。
引
き
続
き
同
敷

地
内
で
確
保
で
き
る
よ
う
早
期
に
調

整
し
て
も
ら
い
た
い
。

企
画
財
政
部
長　

ア
詳
細
の
時
期

は
示
し
か
ね
る
。
総
合
的
に
判
断
す

る
。
ウ
床
面
積
の
縮
減
は
コ
ス
ト
抑

要
す
る
経
費
は
微
減
し
て
い
る
。
実

行
委
員
会
や
市
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
予
算
措
置
を
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
意
見
交
換
会

は
３
月
に
２
回
開
催
し
た
。
当
事
者
、

ご
家
族
、
支
援
者
を
中
心
に
計
48
名

が
参
加
。
そ
こ
で
頂
い
た
意
見
は
条

例
内
容
に
一
部
反
映
し
て
い
る
。
今

年
10
月
の
条
例
施
行
を
目
指
し
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
予
定
。

制
に
効
果
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
こ

だ
わ
り
過
ぎ
る
あ
ま
り
、
将
来
的
な

課
題
を
残
す
庁
舎
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
も
考
え
る
。

生
涯
学
習
部
長　

イ
現
時
点
で
、

具
体
的
・
確
定
的
に
申
し
上
げ
ら
れ

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

総
務
部
長　

エ
自
主
防
災
組
織
の

意
見
を
伺
い
、
同
敷
地
内
も
含
め
調

整
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
正
規
職
員
の
削
減
を
求

め
る
こ
と
、
中
央
線
高
架
側
道
の
危

険
箇
所
の
是
正
や
緑
化
の
推
進
を
求

め
る
こ
と
、
都
市
景
観
の
向
上
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

イ
逐
条
解
説
は
地
域
自
立
支
援
協
議

会
へ
の
提
案
を
考
え
て
い
る
。
普

及
・
啓
発
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
予
定
。
エ
更
な
る
事
業
拡
充

の
た
め
、
実
行
委
員
会
か
ら
予
算
増

額
の
要
望
は
出
て
い
る
。
適
切
な
予

算
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
長　

ウ
具
体
的
な
施
策
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域
自
立

支
援
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

進
め
た
い
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
３
月
26
日
投
開
票
の
小

金
井
市
議
選
開
票
事
務
、
審
議
会
な

ど
市
の
附
属
機
関
、
公
民
館
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
8月 1日（火）午前１0時
▶新市庁舎の床面積縮減等による建築コスト削減等
を求める陳情書　▶庁舎及び福祉会館建設等に係る
諸問題の調査

厚生文教委員会
8月 3日（木）午前10時
▶小金井市学校給食費補助金の交付に関する条例　
▶ＪＲ高架下にバリアフリーのスポーツ施設を建設
していただくための陳情書　▶（公財）小金井市体
育協会への補助金交付の一時停止を求める陳情書　
▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶小金井市保
健福祉総合計画の策定と運用について

総務企画委員会
8月21日（月）午前10時
▶小金井三宅島友好協会の会長に前市長が就任した
ことに関する陳情書

行財政改革推進調査特別委員会
8月23日（水）午前10時
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

議会運営委員会
8月28日（月）午後 ２時
▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期定例会
（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会運営
に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等に
関する調査、③議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて
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地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
ら
の

交
流
室

武
蔵
小
金
井
駅
東
側
か
ら
蛇
の
目

ミ
シ
ン
工
場
跡
地
へ
の
高
架
下

は
、
今
な
お
殺
風
景
な
姿
が
目
に

付
く

奨
学
金
の
拡
充
と

精
神
障
が
い
者
へ
の
支
援
を

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て

中
央
線
高
架
化
の
整
備
を

水
、緑
、生
物
を
守
る

地
域
戦
略
を
作
ろ
う

市
庁
舎
床
面
積
の
縮
減
は

い
つ
最
終
決
定
す
る
の
か

障
が
い
理
解
と

差
別
解
消
の
施
策
に
つ
い
て

長
さ
３
ｍ
以
上
で
高
さ
１
ｍ
以
上

の
生
け
垣
を
作
っ
た
り
作
り
替
え

た
り
す
る
場
合
、
市
は
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
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